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『 詞
愛
の
は
じ
ま
り
を
知
っ
て
い
ま
す
ｂ

指
を
、
胸
を
、
髪
を
飾
り

幸
福
の
日
々
へ
向
っ
て
実
っ
て
い
く
愛
を
。

ミ
キ
モ
ト
は
、
た
く
さ
ん
の

の

々

て
て ま
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白
い
家
ナ
ザ
レ
の
海
青
い
鵬
の
色
ど
り

七
枚
の
ス
カ
ー
ト
を
は
き
重
ね
た
娘
色
と
り
ど
り
の

モ
ン
ペ
ズ
ボ
ン
の
男
イ
ワ
シ
を
焼
い
て
ブ
ド
ウ
酒
で
食
う

天
下
無
敵
の
色
ど
り

私は外へ出て見たく３４＞ P O r t u g a l ナザレの魚売り

( 絵。文）中西勝 ＭＡＳＡＲＵＮＡＫＡＮＩＳＨＩ
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主
墾

若
い
汗
を
流
し
て
い
る
。

「
私
、
踊
っ
て
い
る
時
が
一
番
楽
し
い
の
ん
／
」
と
天
心
澗
漫
に
笑
う
の
は
関
西
で
も
数
少
な
い
若
手
モ
ダ
ン
ダ
ン
サ
ー
の
加
藤
き
よ
子
さ

ん
。
福
岡
で
生
ま
れ
、
廻
年
前
神
戸
の
今
岡
煩
子
舞
踊
団
に
入
会
。
ダ
ン
ス
に
生
き
、
ダ
ン
ス
に
命
を
賭
け
る
彼
女
、
三
月
一
一
十
四
日
に

は
初
め
て
自
分
で
演
出
し
た
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
を
芦
屋
の
ル
ナ
ホ
ー
ル
で
見
事
に
演
じ
た
。
「
小
柄
な
体
を
最
大
限
に
生
か
し
た
踊
り
が
最

近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
訓
練
を
積
み
重
ね
た
踊
り
手
だ
け
に
彼
女
は
貴
重
な
存
在
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
踊
り
手
で
す
」
と
今
岡

さ
ん
の
期
待
も
大
き
い
。
今
後
は
「
女
を
踊
り
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
課
題
」
と
い
い
、
『
思
い
っ
き
り
踊
り
狂
い
た
い
の
」

と
く
っ
た
く
な
く
笑
う
。
今
は
後
輩
の
指
導
に
あ
た
る
傍
ら
、
六
月
（
ル
ナ
ホ
ー
ル
）
と
九
月
（
国
際
会
館
）
の
舞
台
に
そ
な
え
て
毎
日

踊
る
妖
精

－
●
神蕊議弥ｍ－－悪鍾皇菖 …厚‐Ｉ

：誇
種
幸
謹

戸
っ
子
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ご
一
喝
一
・
．
座
一
ぐ

畔
ｆ
唾
浄
廼
雪
ユ
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．
，
一
い
’
凸
。
、

、

せぷ
三や

、
八

ロ”

■－‐
←

■劃ＧＥ乱ｈ

〈
写
真
・
三
宮
の
今
岡
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
研
究
所
に
て
〉

p

塀

加
藤
き
よ
子
〈
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
〉
カ
メ
ラ
・
藤
原
保
之
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竜麓

型

が
日
本
を
見
直
す
機
会
と
な
り
、
「
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
日
本
の
風
土
を
撮
っ
て
い
き
た
い
。
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
で
す
」
と
抱

負
を
語
る
。
現
在
本
誌
に
も
．
「
コ
ウ
ベ
・
あ
る
視
角
」
を
連
載
中
。
ぐ
る
っ
ぺ
ひ
ょ
う
た
ん
所
属
。
兵
庫
区
在
住
。

ス
ラ
ッ
と
し
た
長
身
と
鋭
い
目
。
対
象
を
適
確
に
と
ら
え
、
映
像
を
鮮
明
に
フ
ィ
ル
ム
に
焼
き
つ
け
る
。

小
山
保
。
坐
歳
。
過
年
程
前
か
ら
カ
メ
ラ
を
手
に
し
、
地
元
の
写
真
家
、
堀
内
初
太
郎
氏
に
師
事
、
雑
誌
の
月
例
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

に
出
品
し
な
が
ら
腕
を
磨
く
。
ア
マ
チ
ュ
ア
時
代
は
心
象
的
な
写
真
を
撮
っ
て
い
た
が
、
３
年
前
「
日
本
写
真
家
協
会
」
に
入
会
、
プ
ロ

と
し
て
の
道
を
歩
み
は
じ
め
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
も
の
を
作
る
の
は
好
き
で
、
一
時
詩
を
書
い
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
一
昨
年
は
車
で
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
旅
行
し
、
そ
の
時
の
記
録
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
展
」
を
神
戸
と
東
京
で
開
耐
た
。
海
外
で
の
体
験

一

●
神

日
本
を
う
つ
す

鰯
喝
醐識

識Ｉ！
鯵 ネＬｐｑｌ

円
っ
子

ｉｌ毒ｂ‐

、

偽卜Ｆ
鐙

。

'7３｡ ■

点ご#皇
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』

硫
干
洋
品

価

小
山
保１１，Ｗ 〈
写
真
零
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

毛

灘
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にご利用下さい。定休日は月昭日てす．
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〆

確信を持って夕シ
宝石の名品

マの眼が選んだ

白金台ダイヤモンド
テ茜ザインリング
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響費
縛
小

。
一
一

一

一
』
匙

Ｉ 昭

流
暢
な
英
語
が
表
現
力
豊
か

な
身
振
り
を
混
え
て
、
滑
酒
と

述
べ
ら
れ
る
。
毎
月
二
回
、
第

二
・
第
四
火
曜
日
の
夜
開
か
れ

る
関
西
ト
ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
例
会
の
臨
場
風
景
だ
。

単
な
る
社
交
ク
ラ
ブ
や
、
英

会
話
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
、
国
際

的
視
野
と
、
豊
富
な
知
識
の
極

養
と
メ
ン
バ
ー
相
互
の
心
の
交

流
を
計
る
こ
と
を
意
図
す
る
ク

ラ
ブ
で
あ
る
。

そ
の
日
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
対

し
て
批
評
を
お
こ
な
う
時
に
は

あ
く
ま
で
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
対

し
て
好
意
を
以
て
評
し
、
ス
ピ

ー
カ
ー
も
そ
れ
を
快
く
取
り
入

れ
、
次
回
の
ス
ピ
ー
チ
の
折
に

は
見
事
に
そ
の
指
摘
さ
れ
た
箇

所
は
改
め
ら
れ
て
お
り
、
厳
し

い
中
に
も
和
気
合
々
と
し
た
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

時
に
は
パ
ー
テ
ィ
や
バ
ザ
ー

も
催
し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
国

際
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
風
俗
・
風
習
の
違
い
を

も
学
び
な
が
ら
楽
し
く
活
動
参

加
出
来
る
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

☆
前
列
左
よ
り
、
門
田
弘
敬
、
ナ
イ
ス
リ

。
Ｊ
・
Ｇ
、
池
出
剛
雄
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
．

Ｇ
・
Ｆ
、
。
ハ
ー
ク
・
Ｂ
．
Ｌ
、
後
列
左
よ

り
、
岩
崎
窺
蔵
、
土
岐
峠
、
ワ
ィ
ッ
シ
ュ
、

太
田
徳
一
郎
、
森
田
剛
彰
、
関
口
秀
男
、

才
原
敬
志
、
山
本
照
教
、
山
根
邦
雄
、
田

丸
博
論

〈
迎
絡
場
所
〉

東
灘
区
北
青
木
一
丁
目
ニ
ノ
四
八

池
田
馳
雄
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
四
三
一
）
一
三
七
三

７

画■

ｕ

・’１
凸

Ｉ

顔
や守

ｉｌ
監竜酔

ｈ
軍

温 ■

一
》
》
一
一
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唖
麺
唖
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唖
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ある集い☆関西トーストマスターズクラブ
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H 吉れの巳ﾌ をより
豪華な思い出| こ
神戸タワーサイドホテル
結婚式場

ホテル６階……………
式場・着付室から写真室までゆき
とどいた設備が魅力。
挙式日のご宿泊は半額にご優待／

ご披露宴
お１人様￥2 , 5 0 0 →￥5 , 0 0 0

（お料理･ お飲物込み）
3 0 名様セット￥1 3 5 , 0 0 0

（蓄蕊f 鵜# 調

＋鶏謬; 二参水余ﾃ ﾙ 墨卿階調…神戸市生田区波止場町１番地( 中突堤）
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ゆ
る
’
ん
と
飛
行
船
春
の
空

機
体
に
絵
を
描
く

岡
本
太
郎
氏
来
神

ス
ナ

等

１

ツ

丁

‘善』
画画

一
Ｈ■＝一 尾＝＝＝ & ｂＬＷＬＩ 墜娼詮霞と

１

かねてからポートアイランド沖に作成中の飛行船に岡本太郎氏が絵付けのため来神した。同氏は、白い雄々たる
飛行船を、大きな空飛ぶ魚にしたてて、太陽コロナの燃える焔の瞳を一際鮮やかにデザインした。４月初旬には、
神戸のたゆとう春海みおろしながら、ゆる－ん、ゆる－んと上ってゆく長閑にユーモラスな光景が見られそう。

壁
飛行船の絵のデザインに熱中する岡本太郎■
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い青年広場にて〃
' 7 2 神戸まつりより
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＜そごう＞の' 7 3 の統一テーマはく歓びのうたま
つり＞・すなおに歓び、感動し、心と心のふれ
あい、歌い、笑い、踊るまつりは、歓びの場で‘
あり心のふるさとです｡ わたくしたち従業員の
一人一人は、毎日の応待、対･ 話を通して、お客
さまとの心のふれ合いを深めてゆき、ともにこ
の歓びを分かち合いたいと思っております。 S ＯＧＯ
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〆 、
■
に
し
む
ら
と
エ
ト
ラ
ン
ゼ
（
⑮
ア
メ
リ
カ

ロ
パ
ー
ト
・
オ
ー
。
ス
ミ
ス
さ
ん
〈
ノ
ー
ス
ゥ
ェ
ス
ト
航
空
大
阪
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
〉

に
し
む
ら
卵
跳
却
は
神
戸
の
味
が
、
す
る

上司
Ｒ

ｂ

5

＆
語
一

再
二

セ
ン
タ
ー
街
に
Ｌ
む
ら
に
て

、

画

、 ノ

一一

忍皇型

宮水ＣＯＦＦＥＥの

にしむら劫ﾛ排店
中山手本店<中山手１丁目電停前> 2 2 1 - 1 8 7 2 午前８時3 0分一午後１１時
石屋川店< 阪神石屋川駅浜側> 8 4 1 - 0 7 6 3 午前８時一午後1 0 時
センター街店< 三宮センター街> 3 9 1 - 0 6 6 9 午前1 0 時一午後1 0 時
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アメリカンに情熱

燃やす三浦さん 。

、

１
ｈ

百

可ｑ

受

Ｉ

三 浦清さん
く神戸マリン商事社長＞

関西アメリカンフットボー
ー協会の副会長として後輩
の育成に余念のない三浦さ
ん。スポーティーな着こな
しも堂に入ったものだがブ
レザー、スラックスともウ
ネを愛用とのこと。今日も
グラウンドに三浦さんの厳
しい眼が光る。
カメラ／礁原保之磯' 三グランドにて

ｄ一一一

＝

神戸元町ｌＴ目ＴＥＬ３３Ｉ－３１１２

、東急百貨店渋谷店・日本橋店

世界のオシャレをおとどけする

日
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弓
Ｆ
一
一
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こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す
．

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
ぺ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す
。

４
﹇
月
号
目
次

表
紙
／
小
磯
良
平
（
部
分
）

い
、
８
弓
８
く
男
／
私
は
外
へ
出
へ
見
た
例
中
西

神
戸
っ
子
氾
／
加
藤
き
よ
子
・
小
山
保

あ
る
集
い
／
ト
ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

コ
ゥ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
／
飛
行
船

神
戸
の
デ
ィ
テ
ー
ル
〈
２
〉

わ
た
し
の
意
見
／
田
中
一
光

随
想
三
題
／
浅
木
幸
雄
／
堀
郁
子
／
田
中

あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と

れ
ん
さ
い
随
想
①
／
楠
本
憲
吉

れ
ん
さ
い
随
想
①
／
津
高
和
一

随
想
／
志
村
雅
久

神
戸
っ
子
座
談
会
／
難
波
還
／
福
冨
芳
美

畑
専
一
郎

三
く
．
天
。
黒
＠
筒
井
康
隆

経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
へ
の
道

元
永
定
正
／
新
谷
蹄
紀
／
森
本
泰
好
／
貝
原
六
一

芦
原
博
之
／
松
谷
／
浅
田
／
岡
部
誠
一

飯
田
守
／
細
川
数
夫
／
板
野
惇
子
／
竹
馬
準
之
助

技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

ポ
エ
ム
。
ド
・
コ
ウ
ベ
／
伊
勢
田
史
郎

エ
レ
ガ
ン
ス
・
コ
ウ
ベ

週
末
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
／
若
林
輝
雄

恋
占
い

北
神
戸
を
行
く
／
多
聞
寺
の
お
塔
ま
つ
り
／
黒
部
亨

座
談
会
／
岡
本
太
郎
／
川
上
努
／
板
野
惇
子

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
・
モ
ダ
ン
リ
ビ
ン
グ

神
戸
遊
戯
誌
川
投
輪
会
①
青
木
重
雄

動
物
園
飼
育
日
記
／
亀
井
一
成

パ
ン
ト
マ
イ
ム
ジ
ュ
ン
ズ
／
岡
田
淳

淀
長
立
見
席
／
淀
川
長
治

女
体
百
景
／
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア

ぴ
っ
と
い
ん

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

連
載
小
説
異
人
館
物
語
／
小
山
牧
子
・
え
石
阪
春
生

町
神
戸
の
催
物
ご
あ
ん
な
い

朋
云
ｏ
ｍ
ｍ
あ
る
視
覚
／
小
山
保

剛
海
・
船
・
港
／
練
習
船
「
銀
河
丸
」
を
訪
ね
て

カ
ッ
ト
松
谷
武
判

カ
メ
ラ
米
田
定
蔵
藤
原
保
之

5４ 9 ６８４７５７８６６ 4９４６４２ 3 ５３２３０２８２６２３２１１４ ９５４

連
載
小
説
曲
線
ハ
イ
ウ
ェ
イ
／
武
田
繁
太
郎
・
え
横
塚
繁

『

勝

/Ｗ醜‘掘侭霊>－
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神
戸
の
街
と

〈
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

■
｜
わ
た
し
の
意
見

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
旺
盛
な
感
受
性
の
う
え
に
は
じ
め
て
成
り

た
つ
も
の
で
、
私
は
次
の
二
つ
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
触
発
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
大
き
な
要
因
だ
と
思
う
。

一
つ
は
、
異
質
、
未
体
験
の
も
の
、
つ
ま
り
珍
し
い
こ
と
へ
の

好
奇
心
。
も
う
一
つ
は
、
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
既
存
の
画
一
的
な
も

の
へ
の
反
発
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
軸
と
な
っ
て
、
創
ら

れ
、
変
化
し
、
そ
し
て
共
感
す
る
多
く
の
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
、
フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
は
生
れ
て
ゆ
く
。

神
戸
は
明
治
以
後
、
海
か
ら
の
異
国
文
化
の
荷
揚
げ
の
場
と
し

て
、
な
が
い
あ
い
だ
日
本
の
近
代
文
明
の
窓
口
で
あ
っ
た
。
翻
訳

ま
え
の
、
を
ま
の
原
著
の
重
み
と
、
そ
れ
を
選
ぶ
眼
が
神
戸
に

は
あ
っ
た
。
し
か
も
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
単
に
情
報

に
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
。
外
国
人
が
神
戸
の
街
に
住
み
つ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
日
常
生
活
の
中
か
ら
、
風
習
や
伝
統
、
思

考
ま
で
、
そ
の
西
欧
文
化
全
体
を
吸
収
し
て
い
っ
た
。
だ
か
ら
、

神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
関
西
の
他
の
都
市
と
は
大
き
く
異
っ

て
い
て
、
色
や
柄
や
型
が
、
コ
ー
ュ
ー
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ

、
、
、

の
ァ
」
な
し
の
見
事
さ
で
も
「
ト
ッ
プ
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
人
間
、
環
境
の
三
つ
が
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
ア
カ
ぬ

け
し
た
調
和
を
つ
く
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
情
報
が
電
波
に
変
り

国
際
的
な
交
流
は
、
船
か
ら
飛
行
機
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
現
在
、

日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
神
戸
の
位
置
は
、
次

第
に
む
ず
か
し
く
な
っ
て
ゆ
く
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
元
来
、
民
衆

の
な
か
か
ら
自
然
発
生
的
に
生
れ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
マ

ス
プ
ロ
、
マ
ス
コ
ミ
の
時
代
に
な
っ
て
人
工
的
に
演
出
さ
れ
る
も

の
に
た
り
、
そ
れ
が
現
代
で
は
、
そ
の
二
つ
の
区
別
が
つ
か
な
い

現
象
が
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
企
業
が
大
量
生
産
す
る
画
一

的
な
も
の
に
、
若
い
世
代
が
反
抗
し
は
じ
め
た
か
ら
だ
。
ロ
ン
ド

ン
の
ヒ
ッ
ピ
ー
が
、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
に
独
特
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ

く
っ
た
り
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
多
様
化
の
時
代
だ
。
と
も
あ
れ
、
明
治
以
降
、
海
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
を
受
け
入
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
鋭
い
選

択
眼
を
培
っ
て
き
た
神
戸
の
街
は
、
再
び
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
へ

の
可
能
性
を
十
二
分
に
秘
め
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

田
中
一
光

フ
ア
ッ
、
ン
ョ
ン

１
２
１
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随想三題フ
ラ
ン
ス
モ
ン
ド
ウ
ー
ジ
ャ
ム

パ
ト
リ
ｌ
純
粋
の
神
戸
っ
子
で
あ
る

私
が
、
試
練
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
、
リ

ヨ
ン
に
出
発
し
た
の
は
今
か
ら
九
年
前

の
こ
と
だ
っ
た
。

〈
北
野
ク
ラ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
〉

フ
ラ
ン
ス

第
二
の
故
郷

浅
木
幸
雄灘

’
2３

私
は
、
甲
南
大
学
を
卒
業
す
る
と
同

時
に
、
家
業
を
つ
が
ず
一
人
憧
れ
の
地

で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ヨ
ン
へ
と

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
飛
び
だ
し

た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
不
安
と
期
待

が
ま
じ
り
あ
っ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
。

案
の
定
、
フ
ラ
ン
ス
に
着
い
た
私
を

待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
語
学
力
（
フ

ラ
ン
ス
語
）
に
対
す
る
失
望
感
と
フ
ラ

ン
ス
人
の
個
人
主
義
に
対
す
る
不
満
感

で
あ
っ
た
。

私
の
フ
ラ
ン
ス
語
が
通
じ
た
の
は
、

パ
リ
の
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
だ
け
。
リ

ヨ
ン
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
例
の
失
望
感

と
不
満
感
が
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
リ
ヨ
ン
の
ブ
ロ
ン
空
港
よ
り

リ
ヨ
ン
大
学
へ
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
の

で
あ
る
が
、
口
頭
で
は
通
じ
な
い
の
で

そ
の
大
学
よ
り
届
い
て
い
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
せ
て
始
め
て
エ
ン
ジ
ン
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
あ
り
さ
ま
。
そ
う
し
て

た
ど
り
つ
い
た
の
は
大
学
の
正
門
で
、

そ
れ
か
ら
入
学
手
続
き
を
し
て
い
た
法

学
部
の
建
物
ま
で
、
大
き
な
荷
物
を
か

か
え
て
歩
く
私
に
は
一
時
間
が
五
時
間

以
上
に
も
感
じ
ら
れ
た
。

入
学
手
続
き
も
す
ん
な
り
受
付
け
ら

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
語
が

通
じ
な
い
の
で
、
少
し
は
ま
し
だ
っ
た

英
語
で
話
す
と
わ
か
る
ら
し
く
、
い
ろ

い
ろ
の
手
続
き
が
進
ん
で
い
く
の
だ
が

返
答
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
み
。
最
後
に
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
へ
の
記
入
に

つ
い
て
は
、
少
し
離
れ
た
机
に
陣
取

カット／大石可久也

り
、
辞
書
を
ひ
き
な
が
ら
よ
う
や
く
完

成
、
そ
れ
を
五
、
六
カ
所
も
訂
正
さ
れ

て
、
ま
ず
ま
ず
入
学
、
と
あ
い
な
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
最
初
の
旅
行
に
は
母
が
同
行
し

た
が
、
私
の
も
た
つ
き
ぶ
り
を
見
て
異

国
の
地
に
一
人
で
私
を
残
す
こ
と
の
心

配
は
、
当
の
私
が
そ
の
後
に
対
し
て
抱

い
た
不
安
よ
り
は
、
は
る
か
に
大
き
な

も
の
だ
っ
た
と
思
う
。

日
本
人
が
リ
ヨ
ン
に
住
ん
で
い
る
こ

と
す
ら
知
ら
な
い
私
の
生
活
は
、
こ
の

よ
う
に
し
て
始
ま
っ
て
い
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
語
を
話
さ
ね
ば
生
き
て
い
け
な

い
。
だ
か
ら
、
日
本
語
を
で
き
る
限
り

頭
の
中
か
ら
追
い
払
い
、
考
え
な
い
よ

う
に
し
た
結
果
、
三
カ
月
で
一
応
い
い

た
い
こ
と
は
何
と
か
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
夢
も
フ
ラ
ン
ス
語
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
苦
労
が
今
の
私
を
支
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
こ
と
だ
。
ま
た
、
二
年
半
に
渡
る

滞
在
中
、
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ヨ
ン
市
は
私

に
神
戸
で
は
勉
強
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
数
え
き
れ
な
い
程
教
え
て
く
れ
た
。

ま
ず
、
神
戸
を
離
れ
て
神
戸
を
見
る
こ

と
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
チ
ケ
ッ

ト
、
マ
ナ
ー
の
隔
り
、
利
己
主
義
で
は

な
い
個
人
主
義
の
物
の
考
え
方
ｅ
ｔ
ｃ

．
…
・
・
。
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
の
感
想

は
、
日
本
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
子
供

と
大
人
の
よ
う
に
思
え
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
の
日
本
に
あ
っ
て
も
、
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海
外
へ
目
を
向
け
る
こ
と
に
関
し
て
は

一
番
進
ん
で
い
る
神
戸
、
そ
れ
は
神
戸

っ
子
と
し
て
も
お
お
い
に
誇
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
願
わ
く
ば
、
も
っ
と
も

っ
と
情
報
産
業
の
中
心
に
、
ま
た
、
世

界
の
玄
関
口
と
し
て
大
き
く
豊
か
に
発

展
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

パ
リ
・
ロ
ー
マ
の
旅

１
２４

１

ン
を
歌
い
な
が
ら
、
車
を
走
ら
せ
て
く

れ
た
。
ま
ず
、
歌
で
初
ま
っ
た
今
回
の

旅
１
．

私
は
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
、
凱
旋
門
そ

れ
に
日
曜
日
だ
っ
た
の
で
、
ミ
サ
の
響

き
渡
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、
セ
ー
ヌ

河
を
何
と
も
言
え
ぬ
感
激
を
も
っ
て
眺

め
た
。
そ
し
て
夜
の
パ
リ
、
ネ
オ
ン
の

厳
い
街
灯
だ
け
の
街
並
ｌ
そ
れ
に
く

っ
き
り
と
夜
空
に
浮
ぶ
色
々
の
建
築
物

１
．
文
化
遺
産
の
す
ば
ら
し
さ
を
つ

く
づ
く
と
思
っ
た
。
リ
ド
の
シ
ョ
ー
も

面
白
く
一
米
七
五
極
以
上
の
ダ
ン
サ
ー

は
性
別
不
明
の
人
も
い
る
と
の
こ
と
。

次
の
日
の
パ
リ
は
雨
だ
っ
た
。
〃
小

雨
降
る
径
″
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
あ
る
よ

う
に
、
誰
も
傘
も
さ
さ
ず
に
歩
い
て
い

る
。
私
も
友
人
と
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
や
サ

ン
ト
ノ
ー
レ
、
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
デ
ュ

プ
レ
の
方
を
何
時
間
も
歩
き
廻
っ
た
。

夜
、
待
望
の
シ
ャ
ン
ソ
ー
ー
エ
を
訪
れ
よローマの店イルカバリエルでの楽しいひととき中央堀さん

う
と
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
方
に
車
を

走
ら
せ
た
け
ど
、
パ
タ
ー
シ
ュ
も
、
ラ

パ
ン
ア
ジ
ル
も
、
月
曜
日
で
お
休
み
。

こ
の
夜
、
パ
リ
に
住
ん
で
い
る
、
か

っ
て
私
が
神
戸
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
教
え

た
こ
と
の
あ
る
女
性
に
再
会
し
、
彼
女

の
案
内
で
、
カ
ポ
ウ
・
デ
・
ズ
ブ
リ
エ

ッ
ト
と
い
う
、
地
下
の
酒
場
を
訪
れ

る
。
い
か
に
も
何
か
の
あ
り
そ
う
な
暗

い
酒
場
、
し
か
し
陽
気
な
シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手
四
人
が
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
め
い
め

い
の
レ
パ
ー
ト
リ
ィ
を
歌
っ
て
く
れ
た

特
に
ビ
ロ
ー
ド
の
赤
い
べ
し
と
ズ
ボ
ン

の
老
シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ
の
〃
モ
ン
パ
リ
〃

は
気
に
入
っ
た
。
私
も
こ
こ
で
何
と
な

く
〃
枯
葉
″
を
歌
い
、
ト
レ
ビ
ア
ン
と

い
っ
て
大
い
に
拍
手
を
受
け
た
。
ま
だ

ま
だ
ど
こ
か
へ
行
き
た
い
と
い
う
私
を

無
理
に
ホ
テ
ル
に
連
れ
て
帰
っ
て
、
明

日
か
ら
の
ロ
ー
マ
の
旅
に
そ
な
え
る
こ

と
に
し
た
。

ロ
ー
マ
の
夜
、
食
事
を
楽
し
み
な
が

ら
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
を
聞
か
せ
る
店
、
イ

ル
カ
バ
リ
エ
ル
で
は
、
日
本
人
の
客
も

多
く
、
可
愛
い
歌
手
が
日
本
語
で
上
手

に
〃
喝
釆
″
を
歌
っ
た
の
に
は
驚
い

た
。
私
も
負
け
じ
と
、
〃
ラ
・
ノ
ヴ
ィ

ア
〃
を
歌
い
、
ま
た
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の

出
現
で
店
は
大
い
に
湧
き
ヴ
ァ
ン
ル
ー

ジ
ュ
が
少
々
廻
っ
て
来
て
楽
し
く
皆
と

歌
っ
た
。
次
の
口
、
馬
車
で
と
こ
と
こ

こ
時
間
ほ
ど
ロ
ー
マ
の
街
を
散
歩
し
た

り
、
グ
ッ
チ
ィ
の
店
で
買
物
を
し
た
り

〃
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
″
と

堀
郁
子

〈
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
〉

パ
リ
の
こ
と
は
、
何
度
も
歌
い
つ
づ

け
て
き
た
。
〃
パ
リ
の
空
の
下
″
〃
パ
リ

野
郎
″
〃
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
″
〃
ラ
セ

ー
ヌ
〃
〃
ミ
ラ
ポ
ー
橋
″
・
…
・
・
・

私
は
日
本
を
飛
び
立
っ
て
冬
の
パ
リ

の
街
に
立
っ
て
い
た
。
パ
リ
の
こ
と
は
、

す
べ
て
語
り
つ
ぐ
さ
れ
聞
き
つ
く
さ
れ

て
い
た
け
ど
、
先
ず
自
分
の
目
で
見
た

パ
リ
は
、
や
は
り
素
敵
／
、

朝
早
く
お
り
立
っ
て
ま
ず
バ
ス
に
乗

り
、
市
内
の
有
名
な
場
所
を
廻
る
。
か

ね
て
神
戸
か
ら
約
束
し
て
い
た
二
人
の

カ
ッ
プ
ル
の
結
婚
式
ｌ
す
で
に
エ
ア

フ
ラ
ン
ス
の
機
長
さ
ん
に
シ
ャ
ン
ペ
ン

を
頂
い
て
き
た
二
人
だ
け
ど
、
同
行
の

メ
ン
バ
ー
よ
り
、
栗
塚
旭
さ
ん
に
お
願

い
し
て
バ
ス
の
中
全
員
四
十
名
の
見
守

る
所
で
簡
単
に
式
を
す
る
こ
と
に
な
り

〃
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
″
〃
愛
の
讃
歌
″
を

歌
う
。
パ
ス
の
運
転
手
も
、
私
も
一
曲

と
〃
小
さ
な
幸
福
″
と
い
う
シ
ャ
ン
ソ
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田
中
益
雄

〈
神
戸
大
丸
婦
人
服
部
長
〉

思
い
つ
つ
歩
い
た
。
ロ
ー
マ
最
後
の
夜

は
魚
料
理
が
自
慢
の
コ
ル
セ
ッ
テ
ィ
で

の
食
事
１
．
仏
語
伊
語
、
日
本
語

色
々
混
ぜ
て
オ
ー
ダ
ー
す
る
、
ジ
ャ
ボ

ン
、
メ
ロ
ン
、
え
び
、
貝
等
と
て
も
美

味
だ
っ
た
。
そ
れ
に
ま
た
、
カ
ン
ツ
オ

ー
ネ
歌
手
と
と
も
に
〃
マ
レ
キ
ア
ー
レ
〃

等
唄
い
、
美
人
で
私
よ
り
数
倍
大
き
い

（
？
）
歌
手
が
き
れ
い
な
節
廻
し
で
、

ア
モ
ー
レ
ミ
オ
を
歌
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
店
を
出
る
時
、
チ
ャ
オ
・
ア
モ

ー
レ
と
皆
が
拍
手
し
て
送
り
出
し
て
く

れ
た
。
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
源

昨
年
十
月
に
第
一
回
の
出
張
を
命
ぜ

ら
れ
て
百
日
ぶ
り
に
、
再
び
第
二
回
目

の
イ
タ
リ
ー
へ
の
商
品
買
付
け
出
張
を

し
た
。特

に
モ
ー
ド
品
の
買
付
け
で
あ
る
に

も
拘
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
を
素
通
り
し
て

イ
タ
リ
ー
主
体
に
絞
り
さ
ら
に
ミ
ラ
ノ

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
二
都
市
と
そ
の
周
辺

の
み
に
行
動
範
囲
を
限
っ
た
の
に
は
、

霧
蛭型

い
ろ
ん
な
理
由
が
あ
る
け
れ
ど
も
ま
ず

輸
入
後
の
販
売
展
開
を
考
え
た
場
合
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
と
同
時
に
販
売
価
格

と
そ
の
量
が
当
然
問
題
に
な
る
わ
け
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
も
高
級
品
消
費
国
と

し
て
の
位
置
づ
け
の
高
い
フ
ラ
ン
ス
に

比
較
し
、
最
近
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
関

係
の
生
産
国
の
立
場
と
し
て
そ
の
モ
ー

ド
が
注
目
さ
れ
て
き
た
イ
タ
リ
ー
メ
ー

ド
、
そ
の
中
で
も
特
に
都
市
と
し
て
の

あ
ら
ゆ
る
魅
力
を
秘
め
て
い
る
ミ
ラ
ノ

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
二
都
市
は
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
タ
ウ
ン
と
し
て
も
参
考
に
す
る
と

こ
ろ
大
で
あ
ろ
う
と
の
分
析
か
ら
で
あ

っ
た
。結

論
か
ら
み
て
み
る
と
、
二
回
で
延

べ
二
十
日
余
り
の
日
程
と
い
う
限
ら
れ

た
条
件
下
で
は
あ
っ
た
が
期
待
通
り
の

答
が
掴
め
つ
つ
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
る
。さ

ら
に
帰
国
後
に
神
戸
市
が
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
都
市
宣
言
を
政
策
強
化
の
面
か

ら
打
ち
出
さ
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料

産
地
と
し
て
の
産
業
振
興
と
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
タ
ウ
ン
と
し
て
の
都
市
づ
く
り
を

は
じ
め
、
数
々
の
ポ
リ
シ
ィ
を
具
現
化

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
国
際

港
都
の
も
つ
異
国
情
緒
性
と
昔
か
ら
洋

服
の
着
こ
な
し
の
巧
み
な
神
戸
女
性
の

持
つ
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
、
イ
タ
リ
ー
の

中
堅
都
市
で
あ
る
ミ
ラ
ノ
と
似
か
よ
っ

た
と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
る
よ
う
に
感
じ

た
し
、
現
に
フ
ラ
ン
ス
モ
ー
ド
発
祥
地

パ
リ
に
於
け
る
婦
人
服
飾
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
う
ち
ニ
ッ
ト
関
係
の
ミ
ラ
ノ
メ
ー

ド
、
絹
関
係
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
メ
ー
ド

の
全
体
に
占
め
る
比
率
が
年
々
高
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
や
、
日
本
か
ら
の
旅

行
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
面
か
ら
も
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
の
面
か
ら
も
さ
ら
に
は
情
報
吸
収

の
場
と
し
て
も
ミ
ラ
ノ
に
深
い
関
心
が

向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
観
測
か
ら
も
、
京
都
と
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
関
係
以
上
に
神
戸
と
ミ
ラ
ノ

の
結
び
つ
き
に
注
目
を
し
て
い
き
た
い

ま
た
Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
常
に
華
や

い
だ
も
の
、
目
だ
つ
も
の
と
し
て
ば
か

り
の
分
析
で
は
な
く
シ
ェ
ア
ー
な
ク
リ

ー
ン
な
も
の
と
し
て
の
志
向
は
い
つ
の

時
代
に
も
底
流
に
あ
る
も
の
と
い
う
考

え
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
商
品
づ

く
り
に
個
性
の
発
揮
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
の
具
現
化
を
目
ざ
す
意
味
か
ら
、
遠

視
眼
的
に
海
外
情
報
を
よ
み
と
る
こ
と

か
ら
、
直
接
体
験
的
に
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

と
し
て
掴
み
と
る
努
力
を
続
け
ね
ば
意

味
合
い
が
薄
れ
る
と
思
う
。
今
後
は
素

材
の
良
さ
、
素
材
を
活
か
す
カ
ラ
ー
、

生
活
に
マ
ッ
チ
し
た
着
こ
な
し
と
い
っ

た
も
の
も
外
地
か
ら
お
お
い
に
学
び
と

り
提
供
し
て
い
き
た
い
。

今
後
輸
入
品
の
比
重
が
さ
ら
に
大
き

く
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
重
要
な
要
素
を

持
つ
だ
け
に
セ
ン
ス
と
工
業
力
の
バ
ラ

ン
ス
を
彼
の
地
の
ど
こ
に
求
め
る
か
、

ま
た
、
ど
ん
な
分
業
化
が
あ
る
か
と
い

っ
た
こ
と
も
常
日
頃
の
研
究
課
題
と
し

精
進
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

’
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□
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と

私
達
の
Ｋ
・
Ｔ
ｏ
Ｃ

池
田
龍
雄

〈
今
年
度
Ｋ
・
Ｔ
・
ｃ
〉

鍵

関
西
ト
ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ク
ラ

ブ
は
一
九
六
五
年
秋
に
、
Ｋ
・
門
田
、

Ｇ
・
Ｒ
・
ケ
マ
ニ
、
Ｎ
・
Ｓ
・
ワ
ス
、

Ｆ
・
Ａ
・
セ
レ
ス
等
の
有
志
が
寄
っ
て

阪
神
地
域
に
も
ト
ー
ス
ト
マ
ス
タ
ー
ズ

・
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
英
語
に
よ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
訓
練
を
す

る
場
を
持
と
う
と
し
た
の
に
始
ま
り
、

当
時
の
ス
テ
グ
マ
イ
ャ
ー
米
国
総
領
事

の
肝
入
り
で
同
年
十
二
月
下
旬
に
正
式

に
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し
た
わ
け
で
す

世
代
の
断
絶
な
ど
が
話
題
に
た
る
こ

の
頃
で
す
が
、
年
輩
者
も
若
者
も
そ
れ

を
打
破
し
て
相
互
理
解
を
す
る
に
は
先

ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
日
本
人
対
外

国
人
の
立
場
で
考
え
て
み
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
理
解
の
糸

口
も
な
い
、
と
言
う
わ
け
で
、
ト
ー
ス
ト

'認懸蕊嘉郭 鯵､ ‐蕊顎炎

鳶蕊赫fｌ

聴
衆
に
訴
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ス
ピ

ー
チ
を
す
る
か
が
競
わ
れ
、
ス
ピ
ー
チ

に
対
し
て
は
評
者
が
選
ば
れ
て
講
評
を

し
ま
す
。
講
評
そ
の
も
の
も
重
要
な
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
と
見
ら
れ

ま
す
。ゲ

ス
ト
は
常
に
二
’
三
名
か
ら
四
’

五
名
あ
り
ま
す
が
こ
れ
等
の
人
々
が
競

外
感
を
味
わ
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
い
け
底
い
の
で
注
意
が
払
わ
れ
、
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
左
、
し
か
も
連
帯
感
を
持

つ
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
男
子
ば
か
り
の
会
な

の
で
時
に
は
レ
デ
ィ
ー
ズ
ナ
イ
ト
と
し

て
奥
さ
ん
や
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
同
伴
の

会
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
す
こ

と
も
あ
り
、
相
互
間
の
親
善
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
社
交
ク
ラ
ブ

で
は
な
く
、
⑥
ハ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
を
通
じ
て
生
活
の
幅
を
広
く
し
、

も
の
の
見
方
、
考
え
方
を
高
め
る
の
が

目
的
で
す
が
同
時
に
社
交
の
基
本
で
あ

る
好
意
、
親
切
、
人
種
的
無
差
別
等
を

も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
感
じ
取
り
、

学
び
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

在
阪
神
の
紳
士
諸
兄
、
試
み
に
一
回

で
も
私
達
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
御
参
会

下
さ
い
。
女
性
は
会
員
と
な
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
参
会
は
自
由
で
す
か
ら

淑
女
諸
姉
も
御
遠
慮
を
く
い
ら
し
て
下

さ
い
。
会
員
一
同
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

マ
ス
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
は
⑦
Ｃ
ａ
曽
旨

丙
砕
旨
醇
晩
○
○
。
﹈
房
奇
①
ロ
』
旨
い
餌
目
色
館
ｏ
Ｏ
Ｑ

ｇ
８
嵐
口
胸
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
遠
慮

な
く
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
場

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
組
織
化
さ
れ

た
現
代
社
会
に
お
い
て
も
総
て
の
こ
と

は
そ
の
代
表
た
る
人
対
人
で
始
ま
り
、

究
極
に
お
い
て
も
人
対
人
で
ま
と
め
ら

れ
て
い
く
も
の
で
い
か
に
個
人
の
持
つ

心
、
個
人
の
使
う
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
か
は
大
方
の

人
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
個
人
の
精
神
と
技
術
を
養
い

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
の
が
ト
ー
ス

ト
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
の
役
目
な
の

で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
サ
ン
タ
ア
ナ
に
本
部
が
あ
り
、
全
枇

界
に
何
千
と
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
皆
同
じ

目
的
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
ま
ず
当
日
の
司

会
者
が
選
ば
れ
、
初
め
か
ら
終
了
時
ま

で
司
会
を
引
受
け
ま
す
。
前
半
は
座
談

会
で
座
長
に
な
っ
た
者
が
会
員
に
あ
る

話
題
の
質
問
を
し
た
り
意
見
を
求
め
た

り
す
る
と
、
指
名
さ
れ
た
会
員
は
立
っ

て
答
え
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
何
の
準

備
も
な
し
に
自
分
の
意
見
を
二
分
間
に

ま
と
め
て
い
う
の
で
す
。
社
会
人
と
し

て
活
躍
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
と
っ
て

極
め
て
有
用
な
訓
練
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
次
に
、
前
以
て
準
備
し
た
ス
ピ

ー
チ
を
三
人
位
が
行
な
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
五
分
か
ら
七
分
、
場
合
に
よ
っ
て

は
十
分
、
十
二
分
の
も
あ
り
、
い
か
に

’
2８
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句財
愚

Ｋ・ＴｏＣ例会圃景
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●誓う重車３０分＝￥’○○

スピーディな駐車素見切な応待一 に
ｒ

図
画
困

曜
幅

●三宮の楽しいショッピング・オフィス街への出勤に

末積カーポートビル帯欝“

蝿

謂勤

1選、、薯３

Ⅳ

↑

●
末積株式会社

グ

亜i I蕊Ｕに
聖富国に
亘匡ユr1iI国｡Lﾙ |詳記言婁~|↑「

神戸市葺合区磯辺通４丁目６番地ノ２
ＴＥＬＯ７８（2 2 1 ）９８８７

幽、

フ

■ ? 令房完備・ＴＶ付の

待ち合い室もあります。

■あざ８時一よる１０時（日・祭日営業）

戸
所
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